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キノリ7の濃縮産試験成績穣告書
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昭和52年11月10日’》輝β和55年5〕目刈田

キノリン（賦葛煮X－217）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　ご，H7N置129

　　　　　　　　　　　N『

　　　　性　状　　纏隻：9監99仏（イソキノリン蕊04不明分）

　　　　　　　　　比重：　1）4　tO・947　，】陰P：口15℃

　　　　　　　　　bp　 ：　2るZ7℃

　　　　　　　　　清節性：フウレ＝＝一，【レ，工臨同アフレに働医博無水に5000

　　　　　　　　　　　　　甲とける

　　　　　　　　　性状：縫帯興衰のある液体

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（提示資料に・よゐ1）

激　武験方法及ぴ乗件．

三灘聾一…一一
　盈1　賦験装置及び犠唇

　　（り　水素磧境胸飾装置　　流　承　式

　　（b）　ガスノロマトグラフ　　検出審　｝工勇

　　　　素外耳禎白一

義2　試験乗件

三21　1L－試験

　　　◎　賦願意

　　　　　ヒメ勘平均雌a1馳、壇化第二水銀検窟合格ず

　　　　養田端健二　用方〔と量水．」L⊥　1297＾一1505（1972）

　　　㈲　蕎癬按

　　　　　　分散剤：使用せず

　　　　　　分散法：分ターラーで飼育水に挽拝し老声ら薄薄し

　　　　　　　　　　2000男並（可／ヤ）O原液を鯛擬した●

　　　（9）試願甑隻
　　　　　　　　　　25±2℃

　　　㈹　詰　　果
　　　　　　　　　　4　8時間1L】■し値84p］陣（買ン／▼）

5．2．2　酸縮鹿試験

　　　6）外郁酒毒及ぴ順化

　　　　ω　外郁消毒　止水状態で10PP壇ログ輝輝テトラテイグ

　　　　　　　　　　リン溶液で24時間薬浴を行った．

　　　　②　願　　化
　　　　　　　　　　　2・51CX21日

　　㈲　試験水循
　　　　　　　　　　ガラス製　警　量　1001

　　　　　　　　　　　　　　　直水量‘■艀61！日

　　　　　　　　　　く原濠：希釈2k　　4夏1　：　4日6】■1　）

　　◎　賦験魚
　　　　　　　　　　コイ　平均体重豹2■8■

　　　　　　　　　　　　平均体長豹40煽

　　“）蕎卿法，分数濫
　　　　　　　　　　　　　五乞1何に月じ
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試験温度
　　　　　25土2℃

試験水槽の溶存酸素

　　　　　　　　図一16戸7参照

水槽濃度
　　　　　第1濃度区　巳8prm

　　　　　第2陵鹿区ao8P即

設定理由　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
　　　　　48時間T　Lm値84ppmであ多、これの一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　100
　　　　　　　1
　　　　　と一のa8ppmと0・08］ppnを設定した。
　　　　　　1000

　重定値　　　　　　（単位PPlnW／V）
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　表一4 濃縮倍率を求めるための平均濃度（単位PP阻吻）
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　（a）

分析試料の前処理

魚体

試 験　魚1

　・魚体清拭

　・体重体長測定

　・粗切ホモジナイズカップ

　←50％塩化ナトリウム　50皿

　・ホモジナイズ（10分間）

一←50％塩化ナトリウム　50皿1

　・500mlナスフラにうつす

　・蒸留（2時間～2時間50分）

　・留液（’約70皿1）

｛鷹董1留い
出　液1

←n一ヘキサン　25皿1　1
．抽出（振とう5分間）lx5回

・静債（10分間）

区コ1響’一
　　　i・ろ過（1P8ろ紙）
　　　1

　　　ド濃縮（ロ剣ゆ蜘づ一）

　　　P定容（10ml）

「『，認
i　　　　　l！．



　　何　試験水

　　　　　薦1農震区

　　　　　　　　　区紹．

　　　　　　　　　　　　　卜蜀

　　　　　　　　　！1　　　　　　　丁
　　　　　　　　　順光光産計試麹1
　　　　　　　　　　　　　　　　昌

　　　　　第2農産区
　　　　　　　　　一「雨「水、i

　　　　　　　　　　　　　・療水1000唐1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　キ　　　　　　　　　　　　　．　■▲D－2掴瞳口酵に負荷

　　　　　　　　　　　　　←メチルアルコール100凪
　　　　　　　　　　　　！
　　　　　　　　　　　　い軸（．融茸2瓢／分）

　　　　　　　　　　　　」麟｛綱4）
　　　　　　　　r　l『』・I

　　　　　　　　l墾蘇璽製
　　　　　　　　　　　　　　　　唖聾参コ口2乗件

硫4分新鮮．　　　2幅｝X2伽カラムに5陶
　　蒜折衝　　　　充てん（概趾5・ル努）

　　　ガスク・亨’ト”7（oc）検出暑7エD

　　　　キャリアガス　　■2　　　　　．．

　　　　充てん剤　鰯卿2。M商拶卿ク瞳躍頻砥w
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　80～10“メクシ菖

　　　　ガラスカラム　　2皿ダ×2一

　　　　カラム鑑慶　 180℃

　　家分折

　　　繋外可視自記分光元慶1尉（吸光光変針）　　《

　　　　披　　　畏　　500皿～559皿

　　　　スヲァト翻1　　1垣

　　　　使用セル　醸セル∫圭頭蘇個㎜・

4　質験結果

　　　　　　衰・一2　　農　縮　倍　峯

2▼ 5▼ 4u　　‘▼ 付図 付表
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5　備　　考

　5・1　試験結果O豪示について　　　　　　　　　　　　　t

　　　精農よく定量で量る農魔約‘：田鼠（図一5参癩）である●こ

　　れは魚体重508，最終液量10厘1，回収率80チとナると魚体中

　　農産は
　　　　　　　　　‘
　　　　　　　　　　　　胃Z5麺
　　　　　　　89　　50
　　　　　　一』X『　　　　　　　伯0　　　19

　　に相当ナる・



　　左わ象比を2としたときの供試物質の検出限界は巳2p皿（ピーク

　高さ1．5皿図一6参照）であり、これは魚体中濃度

　　　　　　　α2
　　　　　　　　　　　ヰ巳08ppnに相当する。
　　　　　　80　　50
　　　　　　　×一　　　　　100　　　10

　　従って魚体中濃度が2・5ppm～mppmの試料については、濃縮倍率

は参考値として（）で表示し、又聞p即未満の試料については田倍

　1倍以下と表示した。

6．その他

1）供試物質は水に対して2000p皿（町！V）までは溶ける0

2）魚体分析は簡易蒸留で蒸留し、五一ヘキサンで5回抽出を行った。

　　2回では回収が悪かった。

5）供試物質は揮散性があり蒸留時には比較的低温で試験を行うよう

　　心がけた。

以 上


